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総
代
会
の
日
程

理
事
会
か
ら

　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
第
28
回
通
常
総

代
会
及
び
こ
れ
に
伴
う
地
区
別
説

明
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

◎
参
加
者　

総
代　

役
員

◎
地
区
別
説
明
会

税
務
法
律
相
談

６
月
３
日
に
加
須
中
央
支
店
で
開
催

３
月
28
日
の
議
案

①
令
和
６
年
度
内
部
監
査
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

②
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

③
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
（
業
務
分
掌
兼
職
務
権
限
表

の
変
更
）

④
労
働
関
係
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

⑤
令
和
６
年
度
内
部
統
制
の
整

備
・
運
用
に
か
か
る
年
間
計
画

に
つ
い
て

⑥
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
人
材
育
成
基
本

方
針
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑦
令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

⑧
令
和
６
年
度
信
用
の
供
与
等
の

限
度
額
に
つ
い
て

⑨
令
和
６
年
度
理
事
会
附
議
を
要

す
る
大
口
信
用
供
与
等
の
額
に

つ
い
て

⑩
令
和
６
年
度
貸
付
金
の
利
率
の

最
高
限
度
に
つ
い
て

⑪
令
和
６
年
度
借
入
金
の
最
高
限

度
に
つ
い
て

⑫
令
和
６
年
度
農
業
関
連
資
金
の

金
利
軽
減
の
考
え
方
に
つ
い
て

⑬
賃
貸
住
宅
取
得
資
金
等
に
か
か

る
特
別
貸
出
要
領
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

⑭
令
和
６
年
度
賃
貸
住
宅
取
得
資

金
等
に
か
か
る
金
利
軽
減
の
考

え
方
に
つ
い
て

⑮
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
マ
イ
カ
ー

ロ
ー
ン
金
利
軽
減
の
考
え
方
に

つ
い
て

⑯
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
リ
フ
ォ
ー
ム

ロ
ー
ン
金
利
軽
減
の
考
え
方
に

つ
い
て

⑰
Ｊ
Ａ
統
一
ロ
ー
ン
融
資
要
項

（
埼
玉
県
農
業
信
用
基
金
協
会

保
証
）
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑱
無
担
保
ロ
ー
ン
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

ニ
コ
ス
型
）
融
資
要
項
等
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

⑲
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ロ
ー
ン
融
資
要
項

（
協
同
住
宅
ロ
ー
ン（
株
）保
証
）

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑳
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
教
育
ロ
ー
ン

（
カ
ー
ド
型
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ

ス
型
）
の
金
利
軽
減
の
考
え
方

に
つ
い
て

◎
総
代
会

〈
日
時
〉　

６
月
20
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

〈
場
所
〉　

羽
生
市
産
業
文
化
ホ
ー

　
　
　
　

ル　

小
ホ
ー
ル

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

〈
日
時
〉　

６
月
３
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
加
須
中
央
支
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店　

資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

地区名 月　日 時　間 場　所
行　田 ６月 ３日（月）

午後
６時30分

より

行田中央支店会議室
川　里 ６月 ４日（火） 川里中央支店会議室
羽　生 ６月 ５日（水） 本店会議室
加　須 ６月 ６日（木） 加須中央支店会議室
騎　西 ６月 ７日（金） 騎西中央支店会議室
北川辺 ６月10日（月） 北川辺支店会議室
大利根 ６月11日（火） 大利根中央支店会議室

㉑
令
和
６
年
度
の
余
裕
金
運
用
に

つ
い
て

㉒
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認

に
つ
い
て

㉓
購
買
事
業
未
収
金
の
償
却
に
つ

い
て

㉔
職
員
へ
の
期
末
賞
与
の
支
給
に

つ
い
て

全
議
案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、農協法（法第35条の５）及び農協法施行規則（第81条）に基づき、
理事の職務の適正な遂行を阻害する行為に関する情報（組合経営に関する事象に限る）の提供を求めています。
　当組合の理事の組合経営に関する気になる行為について、見たり聞いたりした事柄があれば電話または封書にて下
記宛に連絡くださいますようお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　ほくさい農業協同組合　監事会
　連絡先：住　　所　〒348-8513　埼玉県羽生市東7-15-3
　　　　　電話番号　048-561-6911　受付監事　常勤監事　高橋　浩　宛
　　　　　お電話の場合は、月曜日～金曜日、午前９時～午後５時までの間にお願いします。（休日を除く）
※当組合の業務に関する一般的な苦情については、別途窓口を設置しておりますので、そちらをご利用ください。
※ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容のものは受付いたしかねますので、予めご了承くだ

さい。
【一般苦情相談窓口】
　住　所　〒348-8513　埼玉県羽生市東7-15-3　　電話番号　048-561-6911　担当部署名　企画管理部

ＪＡでは組合員のみなさまからの情報提供窓口を設置しています
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ジャンボタニシの防除対策（移植水田）

一日でも早く仕
事 を 覚 え、 先 輩
を手本に丁寧な
対応ができるよ
う一所懸命に努
力します。

水谷　柊斗 深谷　光 笹本　想太 赤坂　俊輔
金融共済部共済課 行田中央支店 羽生営農経済センター 加須営農経済センター

目配り気配り心
配りを大切に笑
顔で皆様に寄り
添った接客を心
がけます。

若さを発揮して、
組合員の皆さん
に元気を分けら
れるように頑張
ります！

一日も早く仕事
を 覚 え て、 組 合
員の方の役に立
てるよう頑張り
ます！

ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）の特徴
成貝は殻高２~７㎝程度
他のタニシ類と比較して、螺旋上部の長さが
短く、殻経と殻高がほぼ同じです。また、長
い触角とピンク色の卵塊が特徴です。
「写真提供：ＨＰ埼玉の農作物病害虫写真集」

●水路に発生している場合
■いつ・どのように
水路で越冬した大型の貝の侵入を防止するため、田植
え前の入水時から田植え後３週間まで、取水口・排水
口に９㎜目合い程度のネットや金網を設置しましょ
う。
■留意点
網の目が粗すぎると小さな貝がすり抜け、細かいゴミ
が溜まりやすいので注意しましょう。

移植苗の食害を防止するため、以下の防除を実施する
ことが重要です。卵塊

成貝

フレッシュな新採用職員を紹介します！
今後とも

よろしくお願い
申し上げます！

●ほ場に発生している場合
田植え時の薬剤散布
■いつ・どのように
田植え時に、貝の発生状況に応じて、効果の高い薬剤
を全面散布、貝が集まる深水部分へ重点的な散布等を
実施してください。

■留意点
確実な効果を得るため、散布後しばらくの間、止水管理が必要です。
使用にあたっては、農薬の容器に表示された使用方法を必ず確認してください。
※薬剤については各営農経済センターにお問合せください。
田植え後の浅水管理
■いつ・どのように
水深が浅いと貝の活動が抑制されるため、田植え後３週間、水深を４㎝（理想は１㎝）以下に維持し
ましょう。
■留意点
水田内を均平に保ち、水深が深くなる場所を減らすことが重要です。
浅水管理が困難な場合は、薬剤散布との組み合わせにより被害を防止しましょう。
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ご参加お待ちしています！
　公的年金のお受取り年齢が近づ
いている方や現在受給している年
金に疑問のある方。年金に精通し
た社会保険労務士があなたの疑問
にきめ細やかにお答えします。こ
れまで当ＪＡとのお取引がない方
からのご相談も大歓迎です。お気
軽にご参加ください。

■令和６年度これからの予定
日　程 時間 開催店舗

６月15日㈯

９
時
～
15
時

行田中央支店　川里中央支店　羽生中央支店

８月17日㈯ 加須中央支店　騎西中央支店　北川辺支店
大利根中央支店

10月19日㈯ 行田中央支店　川里中央支店　羽生中央支店

12月21日㈯ 加須中央支店　騎西中央支店　北川辺支店
大利根中央支店

２月15日㈯ 行田中央支店　川里中央支店　羽生中央支店

※お申し込みの際は事前に当組合ホームページ等で最新の日程をご確認くだ
さい。

相談会は予約制です。ご希望
の方は最寄りの支店窓口にお
申し込みください。

©よりぞう

JAの 無料

年金相談会
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ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
と
い
っ
た

施
設
野
菜
は
連
作
に
よ
り
、
青
枯

病
や
セ
ン
チ
ュ
ウ
等
の
土
壌
伝
染

性
病
害
虫
が
発
生
し
、
安
定
生
産

に
と
っ
て
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

土
壌
病
害
虫
対
策
は
一
般
的
に
、

土
壌
く
ん
蒸
剤
に
よ
る
土
壌
消
毒

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
土
壌
く

ん
蒸
剤
は
環
境
や
処
理
時
の
負
担

が
大
き
い
た
め
、
環
境
や
処
理
者

の
体
に
や
さ
し
い
土
壌
還
元
消
毒

技
術
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
薬
剤
を
使
用
し
な
い
、

土
壌
の
深
層
部
ま
で
消
毒
効
果
の

あ
る
新
規
資
材
を
活
用
し
た
土
壌

還
元
消
毒
技
術
に
つ
い
て
、
現
地

で
実
施
し
た
事
例
も
含
め
、
紹
介

し
ま
す
。

【
土
壌
還
元
消
毒
に
つ
い
て
】

　

こ
の
土
壌
還
元
消
毒
は
有
機
物

を
利
用
し
て
、
土
壌
を
酸
欠
（
還

元
状
態
）
に
す
る
こ
と
で
病
害
虫

を
死
滅
さ
せ
ま
す
。

　

有
機
物
の
分
解
促
進
は
、
地
温

30
℃
以
上
が
理
想
で
あ
る
た
め
、

土
壌
還
元
消
毒
は
晴
れ
間
の
続
く

地
温
の
高
い
夏
場
に
３
週
間
程
度

実
施
し
ま
す
。

　

従
来
の
米
ぬ
か
や
フ
ス
マ
と
い

っ
た
有
機
物
を
利
用
し
た
も
の
の

消
毒
効
果
は
深
さ
20
㎝
程
度
ま
で

で
し
た
。

　

新
規
資
材
は
糖
蜜
吸
着
資
材
や

エ
タ
ノ
ー
ル
を
利
用
し
、
深
さ
60

㎝
程
度
ま
で
消
毒
可
能
と
な
り
ま

す
。

施
設
野
菜
に
お
け
る
新
規
資
材
を
活
用
し
た
土
壌
還
元
消
毒
に
つ
い
て

【
糖
蜜
吸
着
資
材
を

　
　
　
　
利
用
し
た
還
元
消
毒
】

　

令
和
５
年
度
に
行
田
市
の
き
ゅ

う
り
農
家
で
糖
蜜
吸
着
資
材
を
利

用
し
た
土
壌
還
元
消
毒
を
実
証
し

ま
し
た
。

　

ほ
場
1
0
0
0
㎡
の
う
ち
一
部

で
糖
蜜
吸
着
資
材
を
利
用
し
た
還

元
消
毒
、
対
照
区
で
太
陽
熱
消
毒

を
行
い
、
結
果
を
比
較
し
ま
し
た
。

　

比
較
は
消
毒
の
前
後
で
サ
ン
プ

リ
ン
グ
し
た
土
壌
中
の
セ
ン
チ
ュ

ウ
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
方
法
で
す
。

　

消
毒
前
は
両
区
と
も
セ
ン
チ
ュ

ウ
が
2
0
0
0
匹
程
度
い
ま
し
た

が
、
消
毒
後
は
還
元
消
毒
区
で
は

０
匹
に
な
り
ま
し
た
。
太
陽
熱
区

で
は
１
０
０
匹
程
度
の
生
き
残
り

が
あ
り
、
還
元
消
毒
の
効
果
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

糖
蜜
吸
着
資
材
は
粘
性
が
強
く
、

団
子
状
に
ま
と
ま
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
資
材
を
手
で
散
布
し
ま
し
た

が
、
非
常
に
重
労
働
で
し
た
。
当

資
材
を
使
用
す
る
際
は
、
ブ
レ
ン

ド
ソ
ー
ワ
な
ど
の
散
布
機
械
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

　

資
材
は
10
ａ
あ
た
り
15
万
円
程

度
で
す
。
米
ぬ
か
や
フ
ス
マ
な
ど

と
比
較
す
る
と
高
価
で
す
が
、
２

年
に
一
回
の
利
用
で
効
果
が
得
ら

れ
ま
す
。

【
低
濃
度
エ
タ
ノ
ー
ル
を

　
　
使
用
し
た
土
壌
還
元
消
毒
】

　

令
和
４
年
度
に
初
め
て
加
須
市

北
川
辺
地
域
の
ト
マ
ト
農
家
で
導

入
さ
れ
、
徐
々
に
広
ま
り
つ
つ
あ

る
土
壌
還
元
消
毒
で
す
。

　

こ
れ
は
低
濃
度
エ
タ
ノ
ー
ル
を

土
壌
に
潅
水
処
理
す
る
こ
と
で
土

着
微
生
物
群
を
活
性
化
し
、
土
壌

の
還
元
化
を
促
し
ま
す
。
そ
れ
に

よ
り
、
薬
剤
で
は
消
毒
し
き
れ
な

い
土
壌
の
深
部
ま
で
消
毒
可
能
に

な
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
作
で
取
り
組
ん
だ

生
産
者
の
実
施
ほ
場
で
は
、
ト
マ

ト
栽
培
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て

い
た
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
に
よ
る
立
枯

病
な
ど
の
土
壌
病
害
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
方
法
で
は
、
チ
ュ
ー
ブ
か

ら
の
潅
水
で
作
業
が
可
能
な
た
め
、

ほ
場
に
資
材
を
撒
く
手
間
が
な
く

労
力
が
掛
か
ら
な
い
な
ど
の
利
点

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
、

令
和
５
年
度
作
で
は
実
施
者
が
４

名
に
増
加
し
ま
し
た
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０（
61
）３
９
１
１

❽



　行田豆吉クラブは、行田在来枝豆の「さきたまめ」の栽培を復活
させ、ブランド化及び販路を拡大したことが評価され、（一財）農
協福祉事業団が主催する「第36回農村地域文化賞」で奨励賞を受
賞しました。
　３月29日に、同クラブの小松裕幸代表がＪＡを訪れ、受賞を報
告しました。
　小松代表は「同クラブ会員の努力が実を結んだ。関係機関の協力
に感謝します」と喜びを語りました。
　同クラブは、2014年に設立し現在会員７人、栽培面積は約２㌶
で、令和５年は「さきたまめ」を約４㌧出荷しました。

　ＪＡは、高齢者にデジタルスキルを身に付けてもらうことで、豊か
な生活や効率的な営農に繋げてもらおうと、毎年スマホ教室を開催し
ています。
　３月12日に北川辺支店で、ＮＴＴドコモから講師を迎え、スマホ
教室を開き、10名が参加しました。
　参加者は、講師からスマホの操作やアプリのインストールの仕方な
どの指導を受けました。
　参加者は「なれない操作で疲れたが、参加して良かった」と話して
いました。

　また、３月６日に川里中央支店で６名が、３月７日に騎西中央支店で７名が参加し、スマホ教室を開催しました。

　ＪＡは、春の新入学時期にあわせて管内の小学校に横断旗を寄
贈しました。
　贈ったのは、横断旗学童用1270本と保護者用155本、交通安
全雨傘980本。
　この事業は、地域の未来を担う子ども達を交通事故から守りた
いと、県福祉事業団の協力を得て毎年行っています。
　加須市役所で３月８日に贈呈式が行われ、ＪＡの山中哲大地域
担当理事が同市の小野田誠教育長に手渡しました。
　小野田教育長は「新年度４月から子ども達の安全な登下校の為
に、役立たせていただきます。ありがとうございました」とお礼
の言葉を述べました。

　ＪＡ年金友の会羽生支部（箱島登会長）は３月15日に、
羽生市の陸上競技場で、会員同士の親睦と交流を図ることを
目的にグラウンド・ゴルフ大会を開催しました。参加者は
52名。
　優勝は羽生地区の森田利勝さん。森田さんは「天候に恵ま
れ、楽しく仲間とプレーができた。ホールインワンも３本入
り、優勝できた。５年振りの大会は、大変待ち遠しかった」
と喜びを語りました。準優勝から６位は以下のとおりです。

準優勝：大澤薫さん（川俣地区）　第３位：渡辺光則さん（井
泉地区）　第４位：奈良原良夫さん（岩瀬地区）　第５位：関
口浩さん（川俣地区）、　６位：入江陽子さん（川俣地区）

行田豆吉クラブが農村地域文化賞奨励賞受賞

ＪＡがスマホ教室開催

ＪＡが横断旗寄贈

羽生地区年金友の会グラウンド・ゴルフ大会
賞状を手にする小松会長㊧と大塚組合長

北川辺支店で開催したスマホ教室の様子

左から山中理事、小野田教育長、加須中央支店野口支店長

　 後列左から（入江さん、関口さん、奈良原さん）
　 前列左から（箱島会長、大澤さん、森田さん、渡辺さん）

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。
❾



　加須市騎西梨撰果所利用組合は、品質の高い梨の生産安定に向け
て４月１日から加須市騎西梨撰果所の「花粉銀行」で、開葯（かい
やく）作業を始めました。
　期間中の約10日間で18人の組合員が利用します。
　今年は、昨年より天候が安定せず５日遅い始動となりました。主
に「新興」や「松島」などの花粉を自家採取し使用するため、中国
産の花粉は取り扱っておらず輸入停止の影響はありません。
　４月６日に「花粉銀行」に訪れた同組合の谷部芳夫組合長は「梨
の春作業が本格的に始まった。園地の管理を徹底し、盆頃には消費
者に美味しい梨をお届けしたい」と意気込みを語りました。

梨の「花粉銀行」始動

開葯室で葯（やく）をセットする谷部組合長

野菜を受け取るフードパントリーの皆さんと、下山会長（前列
左から４人目）及び同協議会員

ブロッコリーを受け取るフードパントリーの皆さんと山中代表
（後列左から５人目）及びＪＡ職員

　加須市の加須市園芸組合は、３月26日に不動岡野菜集荷所で、無加温キュウリの
目ぞろえ会を開き、同組合員やＪＡ職員、ＪＡ全農さいたま、市場関係者ら35人が
集まりました。
　４月上旬のピークを前に規格の統一を図り、有利販売につなげることが目的です。
　今シーズンは天候が安定せず、生産者はハウスの温度をこまめに確認し、施設管理
に細心の注意を払いました。
　開会に先立ち同組合の内田幸夫組合長は「首都圏近郊の産地として鮮度のいいイボ
の立った加須産キュウリを１本でも多く出荷しよう」と呼びかけました。
　この日の出荷は900ケース（５㌔／１ケース）。Ａ品を並べて、規格を確認しました。
　生産者は26人で、５㌶栽培。シーズン中約15万ケースを京浜市場に６月末まで出
荷します。

　北川辺青果物出荷協議会（下山房巳会長）は３月14日に、
北川辺野菜集出荷所で会員が栽培したイチゴ10ケース（４パ
ック／１ケース）、ネギ約200本、北川辺ブランドトマト「木
甘坊」約600個の他、キュウリやナスを、また同日、株式会社
山中農産（山中哲大代表）は加須中央支店で、ブロッコリー９
コンテナを、加須市で子ども食堂及びフードパントリーを運営
する団体に寄贈しました。
　加須北子育て応援フードパントリーの関根由紀理事長は「児
童に新鮮な野菜をいただけるのは大変ありがたい」と感謝の言
葉を述べました。
　同協議会下山会長は「イチゴもトマトも最盛期で味がのって
いる。今後も協議会員で力を合わせ、子ども達に地元野菜を届
けたい」と話していました。
　同社山中代表は、「地元で採れたブロッコリーを子ども達に
味わってもらうことは地産地消の食育にも繋がる。今後も加須
市やＪＡと連携して、地域貢献を行っていく」と力を込めまし
た。
　今回の野菜は、支援を必要とする240世帯に配布されました。

加須市園芸組合がキュウリの目ぞろえ会開催

フードパントリーに農産物寄贈

Ａ品のキュウリを確認する組合員

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　加須市北川辺地区の株式会社おおや農園（大谷寿男代表）は、４
月14日に「コシヒカリ」の田植えを行いました。
　同社は約46㌶のほ場で、「コシヒカリ」の他、「あきたこまち」
や「にじのきらめき」など８品種を栽培しています。令和２年より
衛星利用測位システム（ＧＰＳ）の精度を高める自動操舵補助シス
テムを搭載したロボット田植え機を導入し、スマート農業を取り入
れました。
　大谷代表は「スマート農業を取り入れ省力化することで担い手不
足を解消し、規模拡大にも繋げたい」と意気込みを語りました。
　ＪＡほくさい管内では、７月上旬まで田植えが行われます。

　ＪＡは、３月上旬から水稲種子の温湯消毒を始めました。水稲種
子の温湯消毒は、種子伝染性病害虫防除を、薬剤を使わずに行う方
法です。
　３月22日に埼玉志多見育苗センターを訪れた松本邦男さんは、
30袋（４㌔／１袋）の籾種を持ち込み、温湯消毒を行いました。
　松本さんは「温湯消毒をすると、いよいよ春作業が始まったなと
思う。今年も美味しい米ができるように頑張りたい」と意気込みを
語りました。

　加須地域農業まつり運営委員会は、11月12日に開催した第42
回加須地域農業まつりで集めたチャリティ募金を、加須市社会福
祉協議会に寄付しました。
　同委員会の山中哲大会長は、３月４日に加須市社会福祉協議会
を訪れ、同協議会の福田英幸常務に寄付金を手渡しました。
　福田常務は「加須市の福祉活動へ有効に活用させていただきま
す」と謝意を述べました。

　川里花き出荷協議会（大山博之会長）で４月中旬から母の日用
の鉢物カーネーションの出荷が始まりました。
　同会でカーネーションを栽培するのは、13軒。
　今シーズンは約44万鉢を全国の市場に出荷します。
　川里営農経済センターの営経渉外担当須山職員は「今年は２月
が温かく、３月は雨が多い不順な天候でしたが、生産者の皆さん
がこまめにハウス内の温度や湿度を確認し管理を徹底したので、
母の日に向け順調に仕上がっている」と話していました。

北川辺地区から田植え始まる

温湯消毒で水稲種子の病害虫防除

加須市社協へ
農業まつり売上金を寄付

カーネーション出荷最盛

田植えをする大谷代表

温湯消毒を行う松本さん㊧ら

左から山中会長、福田常務、加須中央支店野口支店長

出荷目前のカーネーション
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酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

北川辺胡瓜・
茄子部会

きたかわべ通 信
各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は北川辺地区です。
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　北川辺胡瓜・茄子部会は平成20年に設立し、会員数６名で、キュ
ウリは促成と無加温を約60㌃、ナスはハウスナスを約30㌃栽培し
ています。
　令和４年度の出荷量はキュウリが約162㌧、ナスが36㌧です。
　今シーズンから出荷先を埼玉県中央青果に変更しました。
　目ぞろえ会で金子操部会長は、「新しい市場になって２度目の目ぞ
ろえ会、気持ちを新たにし、より良い品物を出荷したい」と熱い想
いを述べました。
　出荷は７月上旬まで続きます。

３月11日に北川辺野菜集荷所で開催し
たキュウリとナスの目ぞろえ会の様子

北川辺胡瓜・茄子部会員の皆さん　左から新井英二さん、山中貴雅さん、金子部会長、磯達司さん、染宮誠さん、斉藤実さん
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JAほくさい顧問弁護士
弁護士法人 長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏
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で
す
。
や
む
な
く
私

が
母
を
引
き
取
っ
て
扶
養
し
、

墓
守
も
し
て
い
ま
す
。

兄
は
、
約
束
を
破
っ
た
の
で

す
か
ら
、
遺
産
分
割
協
議
を
解

除
で
き
ま
せ
ん
か
。

遺
産
分
割
協
議
の
中
に
は
、
相

続
人
に
何
ら
か
の
約
束
等
を
守
る

こ
と
を
条
件
と
す
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
約
束
等
は
、

ど
の
遺
産
を
誰
が
取
得
す
る
と
い

う
遺
産
分
割
の
合
意
と
は
全
く
別

の
合
意
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

遺
産
分
割
は
、
相
続
時
に
遡
っ
て

遺
産
の
帰
属
を
決
め
る
と
い
う
特

別
の
合
意
で
、
協
議
が
成
立
す
る

と
同
時
に
遺
産
分
割
に
関
す
る
相

互
の
債
権
債
務
を
残
さ
ず
に
終
了

し
ま
す
が
、
相
続
人
間
の
約
束
等

は
、
こ
の
遺
産
分
割
の
合
意
と
は

別
の
合
意
な
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
約
束
等
の
不
履
行
は
遺
産
分

割
の
不
履
行
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
相
続
人
が
こ
の
約
束

等
を
守
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
理
由
と
し
て
、
別
の
合
意

で
あ
る
遺
産
分
割
協
議
を
解
除
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
最
高
裁

平
成
元
年
２
月
９
日
判
決
）。

あ
な
た
も
、
兄
が
約
束
を
守
ら

な
い
こ
と
を
理
由
に
遺
産
分
割
協

議
を
解
除
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
相
続
人
全
員
の
合

意
が
あ
れ
ば
、
既
に
し
た
遺
産
分

割
協
議
の
全
部
又
は
一
部
の
分
割

の
や
り
直
し
を
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
（
最
高
裁
平
成
２
年
９
月
27

日
判
決
）。
で
す
か
ら
、
兄
も
含

め
た
相
続
人
全
員
が
合
意
す
れ
ば

遺
産
分
割
協
議
を
や
り
直
す
こ
と

は
で
き
ま
す
。

な
お
、
あ
な
た
が
負
担
し
た
母

の
扶
養
費
用
や
墓
守
代
は
、
兄
に

立
替
金
と
し
て
請
求
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

①

②

①

②

特
別
寄
与
料
は
、
相
続
人
で
は

な
い
親
族
が
、
無
償
で
被
相
続
人

を
介
護
を
す
る
な
ど
、
被
相
続
人

の
財
産
が
減
ら
な
い
よ
う
に
し
た

等
の
特
別
な
寄
与
を
し
た
場
合

に
、
相
続
人
に
対
し
て
、
寄
与
に

応
じ
た
金
銭
の
支
払
い
を
求
め
る

制
度
で
す
（
民
法
1
0
5
0
条
）。

C
は
、A
の
介
護
の
お
か
げ
で
、

相
当
額
の
介
護
ヘ
ル
パ
ー
利
用
料

を
免
れ
て
財
産
が
減
ら
ず
に
済
ん

だ
と
い
え
ま
す
か
ら
、
A
に
は
、

C
の
相
続
人
に
対
す
る
特
別
寄
与

料
を
請
求
す
る
事
情
が
あ
り
ま

す
。特

別
寄
与
料
を
請
求
で
き
る
場

合
で
相
続
人
が
複
数
の
と
き
は
、

各
相
続
人
は
、
特
別
寄
与
料
の
総

額
に
、
法
定
相
続
分
（
同
法

9
0
0
条
、
9
0
1
条
）
や
遺
言

で
指
定
さ
れ
た
、
各
人
の
相
続
分

（
民
法
9
0
2
条
）
を
掛
け
た
額

を
負
担
し
ま
す
（
同
法
1
0
5
0

条
5
項
）。

C
の
遺
言
で
は
、
B
が
全
て
を

相
続
し
、
D
の
相
続
分
は
無
い
と

指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
D
に
対

し
て
特
別
寄
与
料
を
請
求
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

A
と
し
て
は
、「
D
も
遺
留
分
が

あ
る
か
ら
、
特
別
寄
与
料
を
負
担

す
べ
き
だ
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
特
別
寄
与
料
の
計
算

で
は
、
相
続
分
を
乗
じ
た
額
、
と

書
か
れ
て
お
り
、
遺
留
分
と
は
書

か
れ
て
い
な
い
の
で
、
相
続
分
が

無
く
遺
留
分
し
か
な
い
D
は
、
特

別
寄
与
料
を
負
担
し
ま
せ
ん
（
最

高
裁
令
和
5
年
10
月
26
日
判
決
）。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
陰
暦
の
５
月
の
こ
と

❷
棋
聖
、
天
元
、
本
因
坊
と
い
え
ば

❸
ワ
イ
ン
や
ウ
イ
ス
キ
ー
は
こ
れ

❹
話
題
と
な
る
よ
う
な
出
来
事

❺
ギ
ョ
ー
ザ
の
た
れ
に
入
れ
る
辛
い

調
味
料

❾
指
揮
者
が
振
る
も
の

⓫
家
臣
が
仕
え
ま
す

⓬
村
下
孝
蔵
の
ヒ
ッ
ト
曲
。
歌
い
出

し
の
言
葉
は
五
月
雨
（
さ
み
だ
れ
）

で
す

⓭
目
に
は
―
―
山
ホ
ト
ト
ギ
ス
初
ガ

ツ
オ
（
山
口
素
堂
）

⓯
遠
く
の
親
類
よ
り
近
く
の
―
―

⓲
１
と
-1
の
中
間
点

タ
テ
の
カ
ギ

❶
ア
ル
バ
イ
ト
の
―
―
試
験
を
受
け

た

〈
応
募
の
方
法
〉

・�

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ご
応

募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
（
行
田

市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）
に
お
住
ま
い
の
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・�

締
切
は
令
和
６
年
５
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・�

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
４
月
号
の
答
〉

　

フ
リ
ー
ジ
ア

❹
黄
色
に
黒
い
し
ま
模
様
が
あ
る
猛

獣❻
ご
―
―
の
良
い
日
に
お
越
し
く
だ

さ
い

❼
ケ
シ
科
の
花
、
特
に
ヒ
ナ
ゲ
シ
の

こ
と

❽
味
を
感
じ
取
り
ま
す

❿
沖
縄
で
は
５
月
中
に
―
―
入
り
す

る
こ
と
が
多
い
で
す
ね

⓫
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
ホ
テ
ル

は
、
―
―
客
で
混
雑
し
そ
う

⓭
魚
偏
に
占
と
書
く
魚

⓮
凸
と
い
う
字
の
音
読
み
は

⓰
早
く
実
る
稲
は
早
稲
（
わ
せ
）、

遅
い
も
の
は

⓱
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
で
チ
ャ
リ
チ
ャ
リ

と
鳴
る
こ
と
も

⓳
相
撲
の
取
組
を
数
え
る
と
き
に
使

う
言
葉

⓴
衣
服
の
し
わ
を
の
ば
し
ま
す

　
ゴ
マ
の
種
を
ま
い
て
ま
す
。
こ
ん
な
小
さ
な
種
が
背
丈
を
こ
え
る

高
さ
ま
で
成
長
し
ま
す
。

　
ゴ
マ
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
成
長
の
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
 

Ｔ
・
Ｙ

編
集
後
記

☆
３
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
鈴
木　
洋
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
吉
原　
光
恵
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
立
石　
勝
己
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
青
木　
照
枝
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
加
藤　
　
優
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
梓
沢　
幸
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
小
倉
麻
由
美
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
植
竹　
芳
雄
さ
ま
（
大
利
根
）

�
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ＪＡほくさい
ホームページ

　赤い果肉が特徴のクインシーメロ
ン。なめらかな口当たりと深みのあ
る甘さが特徴です。

　燦々とふり注ぐ太陽に恵まれた地
で育った有田みかんは、十分な日光
を浴びて甘く美味しく育ちます。

　ハウス内で丁寧に栽培された柔ら
かい果肉です。食べやすくゼリーの
ような食感が特徴で、冬ギフトに最
適な高級フルーツです。

　爽やかな香りと甘酸っぱい果肉、
内側の白い皮には栄養がたくさん
詰まっています。一緒に食べると
ジューシーで大変美味しいです。

　茨城県鹿島灘の温暖な気候の中、美
しい水と緑に恵まれた土地でみつばち
交配により栽培されるアンデスメロン。
全国でも屈指の品質と味を誇ります。

　日当たりの良い園地と指定された生産農
家が食味を重視して育てました。年明けま
で木熟させたものを1月に収穫し、１つ１つ
手選別で箱詰めしたこだわりの伊予柑です。

　味は大玉スイカと変わりませんが、
皮が薄いので可食部分が多く甘みも
あります。大玉スイカと比較すると
種が半分なのが嬉しいポイントです。

　すいかは昼と夜の温度差が大きいほ
どシャリ感に優れています。尾花沢す
いかは澄んだ空気、きれいな水、自然
の中で育った美味しいすいかです。

　豊かな自然環境と愛情で育てられ
た爽やかな美味しいりんごです。蜜
入りは熟度が進んだりんごの証で完
熟の目安と言われています。

　清見オレンジとポンカンを交配して作られた品
種である不知火（しらぬい）。その中から甘みと酸
味のバランスが良く、果汁が豊富等の一定の基準を
満たした高品質のもののみがデコポンとなります。

５月上旬

12月中旬

３月上旬

７月上旬

８月上旬

２月中旬

６月上旬

１月下旬

12月中旬 12月中旬

◇熊本県産

◇愛媛県産

◇愛媛県産

◇和歌山県産

◇茨城県産

◇愛媛県産

◇山形県産

◇山形県産

◇愛媛県産

◇青森県産

ア
ン
デ
スメロ

ン

蔵
出
しいよ

か
ん

小
玉
ス
イ
カ

尾
花
沢
す
い
か

デ
コ
ポ
ン

サ
ン
ふ
じ

　（
蜜
入
り
り
ん
ご
）

ク
イ
ン
シ
ー

メ
ロ
ン

紅
ま
ど
ん
な

日
向
夏

有
田
み
か
ん

旬
いちばん
美味しいのは

です
四季折々の自然の恵みをご用意いたします
各営農経済センター窓口や
外務デー等でご注文を承ります


